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1 主体性

自らの問題意識に即して
課題を設定し、問題解決
に向けて、試行錯誤しな
がら粘り強く継続的に取
り組むことができる。

自らの問題意識に即して
課題を設定し、問題解決
に取り組むが、困難に直
面するとひるんでしま
う。

与えられた課題に対し
て、自ら問題解決の方法
を考え、解決に向けて取
り組むことができる。

与えられた課題に対して
も、消極的であり、自ら
問題解決に向けて行動す
ることができない。
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2 協働

問題解決に向けて、グ
ループ内で役割を分担し
て行動するとともに、グ
ループ全体の状況を把握
し、自身の果たす役割を
調整しながら行動するこ
とができる。

問題解決に向けて、グ
ループ内で役割を分担し
て行動し、必要に応じて
他のメンバーを支援する
ことができる。

問題解決に向けて、グ
ループ内で役割を分担し
て行動するが、自身の役
割を果たすに留まってい
る。

問題解決に向けて、グ
ループ内で役割分担や相
互の支援をすることな
く、行動している。

3 主張

自身の考えを、相手の認
識や知識の程度に配慮し
て、論理的かつ適切な表
現によって説明すること
ができる。

自身の考えを、論理展開
に注意し根拠を示して、
分かりやすく説明するこ
とができる。

自身の考えを伝えようと
するが、説明不足や論理
の飛躍により、論旨を明
確にすることができな
い。

自身の考えを伝えようと
するが、うまく言語化し
て説明することができな
い。

4 傾聴

自身の考え方との違いに
注意し、必要に応じて質
問を投げかけながら、他
者の意見の正確な理解に
努めることができる。

自身の考え方との違いに
注意しながら、他者の意
見の理解に努めることが
できる。

他者の意見に耳を傾ける
が、自身の認識の枠組み
から抜け出すことができ
ない。

自身の考え方にこだわっ
てしまい、他者の意見に
耳を傾けることができな
い。

5 昇華

提示された様々な意見の
共通点や相違点を整理
し、それらの意見を統合
して、より良い問題解決
の方法に至ることができ
る。

提示された意見を踏まえ
て、より良い問題解決の
方法を模索することがで
きる。

提示された意見の中から
良いものを選択しようと
するが、それらを越えた
より良い問題解決の方法
を模索することはしな
い。

それぞれの意見をただ提
示するに留まっている。

6 論理的思考

ある問題について、多角
的な視点で捉え、論理的
かつ客観的な思考により
解決に至ることができ
る。

ある問題について、論理
的な思考により解決に至
ろうとするが、客観性に
欠けるところがある。

ある問題について、論理
的な思考により解決に至
ろうとするが、論理に飛
躍や破綻が見られる。

ある問題について、論理
的に推論を行うことがで
きない。

7 批判的思考

提示された事柄を、鵜呑
みにせず批判的に捉える
ことを通して、問題の本
質に迫ることができる。

提示された事柄を、鵜呑
みにせず批判的に捉える
ことができるが、問題と
なる論点を明確にするに
は至らない。

提示された事柄を、鵜呑
みにせず批判的に捉えよ
うとするが、問題点をみ
つけることができない。

提示された事柄を、鵜呑
みにし、安易に事実とし
て受け入れてしまう。

8 自己認識

自身の認知の歪みや偏り
の性質を理解し、必要に
応じて修正することがで
きる。

自身の認知に歪みや偏り
があることを自覚し、そ
れがどのような性質であ
るかを理解している。

自身の認知に歪みや偏り
があることを自覚してい
る。

自身の認知には歪みや偏
りがないと考えている。

9 状況認識

自身の置かれた状況を客
観的に捉え、それを踏ま
えて適切にふるまうこと
ができる。

自身の置かれた状況を客
観的に捉えることができ
る。

自身の置かれた状況を客
観的に捉えようとしてい
るが、認識が不十分であ
る。

自身の置かれた状況を客
観的に捉えることができ
ない。

10 知的好奇心

見聞きする現象につい
て、不思議を感じ、抱い
た疑問に対して自分なり
の仮説を立てることがで
きる。

見聞きする現象につい
て、当然視することな
く、なぜそのようなこと
が起こるのか、不思議に
感じることができる。

見聞きする現象に対して
興味を持ち、注目するこ
とができる。

見聞きする現象に注意を
払うことなく、やり過ご
してしまう。

11 観察

眼前の事象を、先入観や
偏見に囚われることなく
ありのままに観察し、新
たな視点で捉えることが
できる。

眼前の事象を、先入観や
偏見に囚われることなく
観察しようとしている
が、それらから脱しきれ
ていない。

眼前の事象に注視してい
るが、先入観や偏見に基
づいて捉えている。

眼前の事象に注視するこ
となく、先入観や偏見の
ままに安易に捉えてい
る。

12 身体知

言語には表れない感覚的
な事柄を、自身の体験に
基づいて実感として捉え
ることができる。

言語には表れない感覚的
な事柄を、一定程度捉え
られているが、自身の体
験との結びつきが不十分
である。

言語には表れない感覚的
な事柄を、捉えようとし
ているが、それを裏打ち
する実体験が不足してい
る。

言語には表れない感覚的
な事柄があることに思い
至っていない。
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